
 
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 

 

法人名 福井県民生活協同組合 代表者 松宮幹雄 

 
法人・ 
事業所 
の特徴 

あわら市東部（旧金津町）の公園や学校に近い住宅地に立地しており、同敷地内に認知症

対応型共同生活介護を併設しています。 
利用者一人ひとりの人格を尊重し住み慣れた地域での生活を継続することができるよう、

地域住人との交流や地域活動への参加を図りつつ、県民せいきょうの理念「あなたらしさ

いつまでも」を応援いたします。金津きらめきでは、通いサービスが中心ですが、訪問を

行う事で一人暮らしの方のサポートをし、宿泊を組み入れることで家族の介護負担を軽減

できる様に心がけています。地域とのつながりを大切にし、気軽に困りごとを相談しに来

て頂けるような事業所を目指します。 

事業所名 
県民せいきょう 
小規模多機能ホーム 
金津きらめきハウス 

管理者 竹内明美 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

1 人 0 人 1 人 0 人 2 人 1 人 0 人 1 人 0 人 6 人 
 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の 
確認 

・本人の「～したい」の思いを聴き

取り、一人一人の目標に近づけるよ

う、担当職員が主となってミーティ

ングで共有・記録し実践していきま

す。 
・きらめきのある古町地区との関

係づくりを行っていきます。 

・聞き取った思いをミーテイング

で共有、記録することはできました

が、目標に向かっての行動はできま

せんでした。 
・地域の行事や地域貢献活動等に

取組むことはできましたが、コロナ

禍もありそれ以上の関係づくりを

行うことはできませんでした。 

・前回の課題を共有し、改善に取り組

もうとしている姿勢を感じます。 
・コロナ禍で取り組みつらい計画もあ

ると思うが努力されていると思いま

す。 
・職員間での話し合いは非常に大切と

思っています。コミュニケーションを

密に今後も取り組んで頂きたいです。 
 

・本人、家族の思いをミーティング

で共有し、行動した後の振り返りを

行うことで次につなげていきます。 
・感染対策を行いながら、地域の活

動や会議へ積極的に参加し、地域と

の繋がりを深めていきます。 

 

Ｂ．事業所の 
しつらえ・環境 

・感染対策を行い、運営推進員会で

事業所内の見学を実施します。 
・感染対策を行い、家族と職員、家

族同士が交流できる場を作ります。 

・運営推進会議での事業所内の見

学を実施できませんでした。 
・家族の交流の場つくりも実施で

きませんでした。 

・事業所内の見学は出来目線でし

たが、施設の前には大きな公園があ

り、一日中日航があり、静かである

ことなど立地条件は良いと思いま

す。 

・感染対策を行い、運営推進員会で

事業所内の見学を実施します。 
・居心地の良い空間づくりをして

いきます。 

Ｃ．事業所と地域の 
かかわり 

・地域の活動が再開された時には、

積極的に参加し地域とのつながり

を深めていきます。 
・民生委員さんをはじめ古町地区

の方に、きらめきを知ってもらえる

よう案内をしていきます。 

・コロナ禍ではありましたが、地域

包括の会議や地域の行事に参加す

ることができました。 

・民生委員の集まりに参加し、自施

設を知ってもらうことができまし

た。 

・区民は大きな関心を持っていま

す。高齢者の１人暮らしも多数いま

す。老後を心配している方が安心し

て暮らせる社会になったらと思い

ます。 

・感染対策を行いながら、地域の活

動や会議へ積極的に参加し、地域と

の繋がりを深めていきます。 

 



Ｄ．地域に出向いて 
本人の暮らしを 
支える取組み 

・本人のこれまでの生活の中での

地域の関わりを知り、関係性が続け

られる支援を行います。 
・地域の資源についての学習会を

行い、本人やご家族から相談があっ

た際は提案ができるようにします。 

・これまで、地域のサロンや地域の

行事に参加されていた方には引き

続き参加できるよう支援を行うこ

とができました。 
・デマンドタクシーについて学び、

継続して利用できるよう、声掛けや

支援をすることができました。 
 

当区では毎年、地蔵祭が盛大に開催

されます。その節にはどうぞ多数の

方々の参加をお待ちしています。 

・「以前の暮らし方」を把握し、行

きつけのお店がある人には、継続し

て利用できるように工夫しながら、

これまでの暮らしの継続の為に何

を行えばよいのかを考えた支援に

繋げていきます。 

・地域や社会との繋がりを持ちな

がら在宅での生活を継続できるよ

う、社会資源についての学習会を行

っていきます。 

Ｅ．運営推進会議を 
活かした取組み 

・定例報告に加え、地域の話題など

気軽に意見を出し合える場作り、地

域視点で金津きらめきへのご意見

を頂きます。 
・会議への参加に管理者だけでな

く職員も参加し、施設内だけでなく

地域への関心を持てる視野を養っ

ていきます。 

・コロナ禍で、書面確認の会も数回

ありました。 
・職員の参加が出来ませんでした。 

・定期的に開催されていることで、

施設内での出来事が良く理解でき

ます。 

・運営推進会議で地域の行事や困

りごと等について話し合う機会を

設け、地域の方が気軽に相談できる

場所作りを行っていきます。 

・会議への参加に管理者だけでな

く職員も参加し、施設内だけでなく

地域への関心を持てる視野を養っ

ていきます。 

Ｆ．事業所の 
防災・災害対策 

・日中、夜間を想定した防災訓練

は、自分事として考え行動できるよ

うにします。 
・地域の訓練にも参加していきま

す。 

・地域の防災訓練には利用者と一

緒に参加することができました。 
区の防災訓練は毎年 9 月頃開催し

ています。区より案内が届きますよ

う区役員に伝えます。そうぞ参加し

てください。 

・日中、夜間を想定した火災だけで

はない防災訓練を、地域との協力体

制も確認しながら実施します。 
・地域の訓練にも継続して参加し

ていきます。 
 


